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１【ファンドの運用状況】

【グローバル金融機関ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジあり）2015-03】

（１）【投資状況】
   平成27年10月30日現在
   （単位：円）

 資産の種類 国／地域名 時価合計 投資比率(％)

社債券 アメリカ 11,206,141,095 56.46

 イギリス 4,991,883,879 25.15

 フランス 1,164,452,843 5.87

 ドイツ 891,365,532 4.49

 
コール・ローン、その他資産

（負債控除後）
― 1,595,184,021 8.03

 純資産総額  19,849,027,370 100.00

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。
 

（２）【運用実績】

①【純資産の推移】

平成27年10月末日、同日前１年以内における各月末の純資産の推移は次の通りです。
  （単位：円）

 純資産総額
基準価額

(１万口当たりの純資産価額)

平成27年 3月末日 20,257,994,284  10,000 

4月末日 20,261,979,788  10,002 

5月末日 20,249,994,155  9,996 

6月末日 20,034,900,016  9,891 

7月末日 20,122,206,659  9,936 

8月末日 20,048,086,637  9,922 

9月末日 19,911,199,075  9,893 

10月末日 19,849,027,370  9,927 

 

②【分配の推移】
該当事項はありません。
 

③【収益率の推移】
 収益率（％）

平成27年3月31日（設定日）から
平成27年10月末日までの期間

△0.73

（注）「収益率」とは、計算期間末の基準価額（分配付の額）から当該計算期間の直前の計算期間末
の基準価額（分配落の額）を控除した額を当該基準価額（分配落の額）で除して得た数に100を
乗じて得た数をいう。ただし、平成27年3月31日から平成27年10月末日までの期間については平
成27年10月末日の基準価額から当初元本（１万口当たり１万円）を控除した額を当初元本（１万
口当たり１万円）で除して得た数に100を乗じて得た数をいう。

 

【グローバル金融機関ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2015-03】

（１）【投資状況】
   平成27年10月30日現在
   （単位：円）

 資産の種類 国／地域名 時価合計 投資比率(％)

社債券 アメリカ 8,094,624,609 59.76

 イギリス 3,446,131,607 25.44

 フランス 816,598,803 6.03

 ドイツ 620,022,397 4.58

 
コール・ローン、その他資産

（負債控除後）
― 568,101,636 4.19

 純資産総額  13,545,479,052 100.00

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。
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（２）【運用実績】

①【純資産の推移】

平成27年10月末日、同日前１年以内における各月末の純資産の推移は次の通りです。
  （単位：円）

 純資産総額
基準価額

(１万口当たりの純資産価額)

平成27年 3月末日 13,716,164,525  10,000 

4月末日 13,843,497,179  10,093 

5月末日 14,319,427,716  10,441 

6月末日 13,991,718,934  10,345 

7月末日 14,074,713,480  10,464 

8月末日 13,715,997,640  10,223 

9月末日 13,474,773,227  10,058 

10月末日 13,545,479,052  10,172 

 

②【分配の推移】
該当事項はありません。
 

③【収益率の推移】
 収益率（％）

平成27年3月31日（設定日）から
平成27年10月末日までの期間

1.72

（注）「収益率」とは、計算期間末の基準価額（分配付の額）から当該計算期間の直前の計算期間末
の基準価額（分配落の額）を控除した額を当該基準価額（分配落の額）で除して得た数に100を
乗じて得た数をいう。ただし、平成27年3月31日から平成27年10月末日までの期間については平
成27年10月末日の基準価額から当初元本（１万口当たり１万円）を控除した額を当初元本（１万
口当たり１万円）で除して得た数に100を乗じて得た数をいう。
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２【設定及び解約の実績】

「グローバル金融機関ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジあり）2015-03」

 設定口数 解約口数 発行済口数

平成27年3月31日（設定日）から
平成27年10月30日までの期間

20,258,589,869 263,977,511 19,994,612,358

 

「グローバル金融機関ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2015-03」

 設定口数 解約口数 発行済口数

平成27年3月31日（設定日）から
平成27年10月30日までの期間

13,716,567,780 400,234,916 13,316,332,864
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３【ファンドの経理状況】

 

【中間財務諸表】

 

１　当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（昭和52年大蔵省令第38号）ならびに同規則第３８条の３および第５７条の２の規定により、

「投資信託財産の計算に関する規則」（平成12年総理府令第133号）に基づいて作成しており

ます。

　なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

２　当ファンドの第 1 期計算期間は、約款第３６条により、平成27年3月31日から平成28年9月28

日までとしております。ただし、第 1 期中間計算期間は、平成27年3月31日から平成27年9月

30日までとしております。

３　当ファンドは、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、当中間計算期間（平成

27年3月31日から平成27年9月30日まで）の中間財務諸表について、ＰｗＣあらた監査法人によ

り中間監査を受けております。
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【グローバル金融機関ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジあり）2015-03】
（１）【中間貸借対照表】

（単位：円）

第 1 期中間計算期間末

［ 平成27年9月30日現在 ］

資産の部

流動資産

預金 151,038,732

コール・ローン 1,198,093,519

社債券 18,128,669,621

派生商品評価勘定 103,244,487

未収利息 378,080,721

前払費用 64,521,600

流動資産合計 20,023,648,680

資産合計 20,023,648,680

負債の部

流動負債

未払受託者報酬 3,263,769

未払委託者報酬 108,792,168

その他未払費用 393,668

流動負債合計 112,449,605

負債合計 112,449,605

純資産の部

元本等

元本 ※1 20,127,173,772

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） ※2 △215,974,697

元本等合計 19,911,199,075

純資産合計 19,911,199,075

負債純資産合計 20,023,648,680
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】
（単位：円）

第 1 期中間計算期間

自 平成27年 3月31日

至 平成27年 9月30日

営業収益

受取利息 542,784,121

有価証券売買等損益 △599,427,067

為替差損益 △47,516,765

営業収益合計 △104,159,711

営業費用

受託者報酬 3,281,097

委託者報酬 ※1 109,369,909

その他費用 1,329,695

営業費用合計 113,980,701

営業利益 △218,140,412

経常利益 △218,140,412

中間純利益 △218,140,412

期首剰余金又は期首欠損金（△） －

剰余金増加額又は欠損金減少額 2,165,715

中間一部解約に伴う剰余金増加額又は欠損金減
少額

2,165,715

分配金 －

中間剰余金又は中間欠損金（△） △215,974,697
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「グローバル金融機関ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジあり）2015-03」

（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 公社債は個別法に基づき、時価で評価しております。時価評価にあたっては、価格情報

会社等の提供する理論価格で評価しております。

２ デリバティブ等の評価基準及び評価

方法

為替予約取引は個別法に基づき、原則としてわが国における対顧客先物相場の仲値で評

価しております。

３ その他財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項

外貨建資産等の会計処理

「投資信託財産の計算に関する規則」第６０条および第６１条にしたがって処理し

ております。

 

（中間貸借対照表に関する注記）

 
 

第 1 期中間計算期間末

［ 平成27年9月30日現在 ］

   
※１設定年月日 平成27年3月31日

 設定元本額 20,258,589,869円

 期首元本額 20,258,589,869円

 元本残存率

 

99.3 ％

※２元本の欠損

純資産額が元本総額を下回っており、その差額であります。

 

215,974,697円

 

３ 受益権の総数

 

20,127,173,772口

４ １口当たり純資産額 0.9893円

 （１万口当たり純資産額） （9,893円）
   
 

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）

第 1 期中間計算期間（自 平成27年3月31日　至 平成27年9月30日）

※１ 運用に係る権限を委託するための費用

　信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、信託財産の純資産総額に対し年

10,000分の28以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁しております。

 

（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

 
区　分

第 1 期中間計算期間末

［ 平成27年9月30日現在 ］

１ 中間貸借対照表計上額、時価及びそ

の差額

時価で計上しているためその差額はありません。

２ 時価の算定方法 売買目的有価証券は、（重要な会計方針に係る事項に関する注記）に記載しておりま

す。

  デリバティブ取引は、（デリバティブ取引等関係に関する注記）に記載しております。

  上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期間で決済され、時価は帳簿価額と近似

していることから、当該金融商品の帳簿価額を時価としております。

３ 金融商品の時価等に関する事項につ

いての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に

算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用

しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なることもあります。

 

（有価証券関係に関する注記）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引等関係に関する注記）

取引の時価等に関する事項

通貨関連

  第 1 期中間計算期間末［ 平成27年9月30日現在 ］

区　分 種　類 契 約 額 等（円） 時　価 評 価 損 益

   うち1年超 （円） （円）

市場取引以外の取引 為替予約取引     

  売建     

 　アメリカドル 10,499,142,000 ― 10,482,532,200 16,609,800

 　イギリスポンド 5,111,560,500 ― 5,041,113,600 70,446,900

 　ユーロ 3,124,546,887 ― 3,108,359,100 16,187,787

 　合　　計 18,735,249,387 ― 18,632,004,900 103,244,487

 

（注）時価の算定方法

１　対顧客先物相場の仲値が発表されている外貨については、以下のように評価しております。

①為替予約の受渡日（以下「当該日」といいます。）の対顧客先物相場の仲値が発表されている場合は、当該為

替予約は、当該対顧客先物相場の仲値で評価しております。

②当該日の対顧客先物相場の仲値が発表されていない場合は、以下の方法によっております。

（イ）当該日を超える対顧客先物相場が発表されている場合には、発表されている先物相場のうち当該日に最も

近い前後二つの対顧客先物相場の仲値をもとに計算したレートを用いております。

（ロ）当該日を超える対顧客先物相場が発表されていない場合には、当該日に最も近い発表されている対顧客先

物相場の仲値を用いております。
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２　対顧客先物相場の仲値が発表されていない外貨については、対顧客電信売買相場の仲値で評価しております。
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【グローバル金融機関ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2015-03】
（１）【中間貸借対照表】

（単位：円）

第 1 期中間計算期間末

［ 平成27年9月30日現在 ］

資産の部

流動資産

預金 94,167,810

コール・ローン 261,646,136

社債券 12,883,483,823

未収利息 270,420,915

前払費用 44,303,311

流動資産合計 13,554,021,995

資産合計 13,554,021,995

負債の部

流動負債

未払解約金 1,930,841

未払受託者報酬 2,244,045

未払委託者報酬 74,801,257

その他未払費用 272,625

流動負債合計 79,248,768

負債合計 79,248,768

純資産の部

元本等

元本 ※1 13,397,609,509

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） 77,163,718

元本等合計 13,474,773,227

純資産合計 13,474,773,227

負債純資産合計 13,554,021,995
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】
（単位：円）

第 1 期中間計算期間

自 平成27年 3月31日

至 平成27年 9月30日

営業収益

受取利息 378,595,372

有価証券売買等損益 △420,819,413

為替差損益 208,760,317

営業収益合計 166,536,276

営業費用

受託者報酬 2,272,370

委託者報酬 ※1 75,745,776

その他費用 970,022

営業費用合計 78,988,168

営業利益 87,548,108

経常利益 87,548,108

中間純利益 87,548,108

期首剰余金又は期首欠損金（△） －

剰余金減少額又は欠損金増加額 10,384,390

中間一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増
加額

10,384,390

分配金 －

中間剰余金又は中間欠損金（△） 77,163,718
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「グローバル金融機関ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2015-03」

（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 公社債は個別法に基づき、時価で評価しております。時価評価にあたっては、価格情報

会社等の提供する理論価格で評価しております。

２ デリバティブ等の評価基準及び評価

方法

為替予約取引は個別法に基づき、原則としてわが国における対顧客先物相場の仲値で評

価しております。

３ その他財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項

外貨建資産等の会計処理

「投資信託財産の計算に関する規則」第６０条および第６１条にしたがって処理し

ております。

 

（中間貸借対照表に関する注記）

 
 

第 1 期中間計算期間末

［ 平成27年9月30日現在 ］

   
※１設定年月日 平成27年3月31日

 設定元本額 13,716,567,780円

 期首元本額 13,716,567,780円

 元本残存率

 

97.6 ％

２ 受益権の総数

 

13,397,609,509口

３ １口当たり純資産額 1.0058円

 （１万口当たり純資産額） （10,058円）
   
 

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）

第 1 期中間計算期間（自 平成27年3月31日　至 平成27年9月30日）

※１ 運用に係る権限を委託するための費用

　信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、信託財産の純資産総額に対し年

10,000分の28以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁しております。

 

（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

 
区　分

第 1 期中間計算期間末

［ 平成27年9月30日現在 ］

１ 中間貸借対照表計上額、時価及びそ

の差額

時価で計上しているためその差額はありません。

２ 時価の算定方法 売買目的有価証券は、（重要な会計方針に係る事項に関する注記）に記載しておりま

す。

  デリバティブ取引は、該当事項はありません。

  上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期間で決済され、時価は帳簿価額と近似

していることから、当該金融商品の帳簿価額を時価としております。

３ 金融商品の時価等に関する事項につ

いての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に

算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用

しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なることもあります。

 

（有価証券関係に関する注記）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引等関係に関する注記）

取引の時価等に関する事項

該当事項はありません。
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４【委託会社等の概況】

（１）【資本金の額】

半期代替書面における「委託会社等の概況」の記載のとおりです。

半期代替書面については、（http://www.am.mufg.jp/corp/profile/accounting.html）でもご覧いただ

けます。

 

（２）【事業の内容及び営業の状況】

半期代替書面における「事業の内容及び営業の概況」の記載のとおりです。

 

（３）【その他】

委託会社は平成27年７月１日に国際投信投資顧問株式会社と合併し、商号を三菱ＵＦＪ国際投信株

式会社に変更しました。

上記以外、該当事項はありません。

 

 
５【委託会社等の経理状況】
半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の「冒頭書面」の記載のとおりです。

 
（１）【貸借対照表】
半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の（１）「貸借対照表」の記載のとおりです。

 

（２）【損益計算書】
半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の（２）「損益計算書」の記載のとおりです。

 
（３）【株主資本等変動計算書】
半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の（３）「株主資本等変動計算書」の記載のとお

りです。
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

 

平成27年11月11日

 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 国 際 投 信 株 式 会 社

取　締　役　会　御　中

 

PwCあらた監査法人

 指　定　社　員
業務執行社員

 公認会計士　柴 　毅　印

 

 

 

 

 指　定　社　員
業務執行社員

 公認会計士　大畑　茂　印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に掲

げられているグローバル金融機関ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジあり）2015-03の平成27年３月31日から平成27

年９月30日までの中間計算期間の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに中間注

記表について中間監査を行った。

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明

することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を

行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資

者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定

し、これに基づき中間監査を実施することを求めている。

　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の

一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務

諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続

が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法

人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な

情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに

経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

中間監査意見

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、グローバル金融機関ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジあり）2015-03の平成27年９月30日現在の信託財産の

状態及び同日をもって終了する中間計算期間（平成27年３月31日から平成27年９月30日まで）の損益の状況に関する有

用な情報を表示しているものと認める。

利害関係

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記

載すべき利害関係はない。

以　 上

 

（注）上記は、委託会社が、独立監査人の中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本

は委託会社が別途保管しております。なお、XBRLデータは中間監査の対象に含まれていません。

 

EDINET提出書類

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社(E11518)

半期報告書（内国投資信託受益証券）

14/15



独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

 

平成27年11月11日

 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 国 際 投 信 株 式 会 社

取　締　役　会　御　中

 

PwCあらた監査法人

 指　定　社　員
業務執行社員

 公認会計士　柴 　毅　印

 

 

 

 

 指　定　社　員
業務執行社員

 公認会計士　大畑　茂　印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に掲

げられているグローバル金融機関ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2015-03の平成27年３

月31日から平成27年９月30日までの中間計算期間の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計

算書並びに中間注記表について中間監査を行った。

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明

することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を

行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資

者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定

し、これに基づき中間監査を実施することを求めている。

　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の

一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務

諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続

が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法

人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な

情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに

経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

中間監査意見

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、グローバル金融機関ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2015-03の平成27年９月30日

現在の信託財産の状態及び同日をもって終了する中間計算期間（平成27年３月31日から平成27年９月30日まで）の損益

の状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

利害関係

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記

載すべき利害関係はない。

以　 上

 

（注）上記は、委託会社が、独立監査人の中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本

は委託会社が別途保管しております。なお、XBRLデータは中間監査の対象に含まれていません。
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